
は じ め に

米国の学生が日本に短期留学のプログラムで訪問した際、教育実践体験とし
て米国人学生が中心になって STEM 教育を中学校で実践しました。ストロー笛
の作成を通して、仲間と対話的に議論をしながら、科学（Science）、科学技術

（Technology）、工学（Engineering）、数学（Math）を融合して学び深めてい
くような内容で、工夫された興味深い授業実践計画でした。しかしながら、実
際の授業では、学び手である日本人中学生同士の議論がなかなか進まずに、授
業者が働きかけることが多くなってしまいました。日本人の中学生にとって、
主体的に問題解決に参加し、仲間と対話的に議論しながら、学びを深めていく
ことは難しかったようです。

このような例に見られるように、小学・中学・高校・大学を通して、一斉指
導の受身になりがちな授業に慣れてきたのが、日本人といってもよいと思いま
す。しかし、近年では、自ら学ぶ力や創造力が学びでも重視されるようになり、
教師中心の教え込み型の授業からの脱却が叫ばれています。2012 年 8 月 28 日
に出された「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて（中央教育
審議会答申）」では、「学士教育課程の質的転換」として「従来のような知識の
伝達・注入を中心とした授業から、教員と学生が意思疎通を図りつつ、一緒に
なって切磋琢磨し、相互に刺激を与えながら知的に成長する場を創り、学生が
主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニン
グ）への転換が必要である。すなわち 個々の学生の認知的、倫理的、社会的
能力を引き出し、それを鍛えるディスカッションやディベートといった双方向
の講義、演習、実験、実習や実技等を中心とした授業への転換によって、学生
の主体的な学修を促す質の高い学士課程教育を進めることが求められる。学生
は主体的な学修の体験を重ねてこそ、生涯学び続ける力を修得できるのである」
と述べられています。

未来を予想することが困難な変化の激しい社会の中では、その社会で求めら
れる教育も大きく変化するといえ、未来の教師に求められる変化への対応力は
計り知れない程、大きなものになってくると考えられます。そこで、本書では、
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将来の体育科教育を担う教師になっていくために、アクティブ・ラーニングを
書籍で実現しようとする挑戦的なものです。体育の教科書といわれるものは、
一般的に解説的なものが多く、あっても最後に内容にかかわるような質問が提
示されるようなものでした。しかし、本書は、仲間と思考しながら学ぶことを
可能にする構成へと転換しています（第 3 章と第 15 章を除く）。これが本書の
ウリともいえる部分であり、私たち執筆者が最も苦心した点でありました。

大学の初等体育科教育法の授業や小学校での体育関連の研修、そして個人的
に読書をしながら仲間と共に考える機会にぜひご活用頂きたいと思います。本
書は「読み物」というよりは、「思考する源」であり、「思考を整理する情報提
供」になるようなものです。これまで皆さんがイメージされる「体育科教育学」
を学ぶための書籍とは、大きく異なった構成になっていると思います。各章
は、知識を身につけるために使うのではなく、皆さんがこれまでの経験を通し
て学び深めてきた知識をベースとして、問題に向かい、その問題解決を通して
新たな知識を生み出し、生み出された知識を整理するための情報提供をするよ
うな構成となっています。授業形態や研修形態を変化させていくためには、そ
れを支える情報も変わらなければなりません。また、独学で学ぶ際にも、教師
としての力量形成や授業改善に真に生かしていくためには、知識を覚えていく
よりも、生きて働く知恵を学ぶ必要があると思います。そんな「教師となって
いく学び手」を支える書籍との対話の仕方に対する考え方も革新的に変化させ
ていく必要があると思います。

そこで、ぜひ本書を手に取ってもらえればと思います。そして、今、教育界で
求められる「主体的・対話的で深い学び」である「アクティブ・ラーニング」ス
タイルの学習形態を読書するという経験を通して感じて下さい。本書は、ただ流
し読みをすることはできませんが、思考しながら読むことで、きっと読者の皆様
は多くのことを創造し、自らの体育実践を改善に導くことができると思います。

読者の皆様の「出会い」を演出し、よりよい未来を「創造」していくための
書籍が本書です。

2019 年 4 月
鈴木直樹　
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